第１回　鶴岡市市の魚制定委員会　会議録
○日　時　平成２７年５月２７日（水）午後１時３０分～

○会　場　市役所　６階　大会議室西

○委員出席者　鶴岡市市の魚制定員会委員５名（名簿資料１のとおり）
○市側出席者　副市長ほか、事務局６名

（午後１時３０分　開会）

１　開会

２　委嘱状の交付

　　鶴岡市市の魚制定員会の各委員に交付
３　副市長あいさつ（概要）
　本市は合併１０周年を迎える事、来年度豊かな海づくり大会があり、鼠ヶ関会場が放流行事の会場となることから、市のシンボルとなる魚を制定したいと考えている。
庄内の魚は多種多様であり、特化したものがないので選定は困難だろうと思うが、本日は「歴史」、「水産」、「漁業」、「食文化」、「一般市民」の各分野を代表する委員の方々からご出席いただいているので、多方面からご意見いただき、市のシンボルとなる魚を取りまとめていただきたいと思う。
４　委員紹介
【資料１】に添って事務局より紹介
５　市の魚制定の趣旨について
【資料２】にそって事務局より説明

鶴岡市市の魚制定委員会の設置目的について
６　委員長の選出

　（互選により田村委員長を選出）
７　協議

（１）市の魚の制定方法について
　　　事務局より【資料３】を用いて説明
（２）制定までのスケジュールについて
事務局より【資料４】を用いて説明
（３）市の魚の公募方法について
事務局より【資料５】を用いて説明
　　（参考資料）都道府県の魚制定状況【資料６】

　　　　　　　　市町村の魚制定状況【資料７】

（委員）
案１（魚種を選定して公募）で事務局案４つ（クロダイ、トラフグ、ヒラメ、サクラマス）の選定理由と、サクラマスが県の魚となっている理由は。
（事務局）
全国豊かな海づくり大会を念頭においての選定。クロダイ、トラフグ、ヒラメについては天皇皇后両陛下の御放流魚となっていること。サクラマスはお手渡し魚になっていること。また、サクラマスについては祭事食として食文化に根付いていること、魚価も高く漁業においても重要魚種であることも理由の一つ。
県の魚となっているのは、卵、稚魚の時は山からのきれいな水が流れ込む川で育ち、その後海に下って成長してまた戻ってくることから、森・川・海のつながりのシンボルなること、海岸部のみならず全県を網羅できる魚種であることがあげられる。
　事務局案として４つ挙げたが、それ以外の魚種についても今日ご協議いただければと思っている。
（委員）
魚種を比較する際、放流可能な時期、旬な時期等、分野ごとにわけて一目で比較できるような資料であれば、もっと見やすいと思う。今挙がっている魚種は放流以外は共通項がないように思う。鶴岡らしさとは何かを考えたときに、食文化、遊漁、歴史さまざまなジャンルがあるが、そのジャンルすべての方々をある程度満足させるのが重要だとすれば、食文化としてどうか、釣り文化としてどうか、歴史的にどうか、将来性はどうかということを、一つ一つ踏んでいくことで説明しやすくなるのではないか。
（事務局）

　一つのテーマに絞って選ぶのは難しいし、ジャンル別に分けると散漫になり統一されない可能性もある。事務局としては「イメージ」を大切にしたいと考え、「豊かな海づくり大会での放流魚」ならばイメージしやすいのかなと思い４つ提案した。
（委員）
食文化は歴史、市民生活に関わってくるものだと思う。獲れる時期云々ではなく、市民に認知されており、外からみても鶴岡をアピールできるものを話していくべきと思う。基本的には案２として、挙がってきた魚種について協議するのがよいと思うが、時間が限られているのでそこが難しいと思い、強くは押せない。

　放流会場が鼠ヶ関と考えると甘えびは通年とれる、誰でも食べやすいのでいいかなと思う。鱈は旬の時期は短いが、知名度が高い。鱈に関してはどんがら汁は広辞苑にも載っている。
（委員）

　三瀬にある栽培漁業センターで主に育てているのはクロダイ、トラフグ、ヒラメがメインなのか。ほかには？

（事務局）

　クロダイ、トラフグ、ヒラメの他に、アワビ、クロソイなど。山形県水産振興協会では栽培漁業センターの他、大江町にあるサクラマス古寺ふ化場でサクラマスを、遊佐町にある内水面水産センターでサクラマス、イワナ、ニジマスなども育てている。
（委員）

　選定の際にはストーリーがあるものがいいのかなと思っている。物語を作りやすいのはクロダイ。親潮に乗って荒波にもまれ、赤くない、質実剛健がいかにも庄内。しかし、食べることからいうとクロダイはいかがか。

（委員）

　今は刺身くらいでしか食べないが、市の魚になればほかの食べ方を考えようと思っている。釣ることが奨励されてきており、食文化においては弱い。ただ、「鶴岡らしい」のはクロダイではないか。
（委員）
クロダイは大きくなるにつれて名前が変わる出世魚のひとつ。釣り文化からも親しみがある。ヒラメが事務局案として挙がっているが、市民生活からみればヒラメより口細ガレイという感じなのだが、いかがか。食文化からいえば、文学作品にも多く登場し、なじみが深い。

甘えびは見た目もきれいで鮮やか、売り出し方についても女性陣が頑張っている。他県の制定状況【資料６】で１２種選定されているところもあるが、これは多すぎと考える。シンボルなので多くない方がよいのでは。案１で事務局案以外に魚種を増やしてはどうか。

（委員）

周囲の人の意見を聞いてみたところ、大半がクロダイとの意見。クロダイは遊漁の代表格だが、２・３月の脂ののった時期は普通の鯛とは違った味わいで大変おいしい。あとは甘えび。通年獲れるし、お客様の評判もよい。案１で、甘えびを入れていただきたい。
（委員）

期間が短い中での選定なのである程度絞った方が良いと思う。魚種の選定については、選定理由をもう少し詳しく市民の方々に示したほうがよいと思う。魚種を増やして案１がよいと思う。

（委員長）

昨年の漁獲量等を調べたところ、圧倒的な漁獲・水揚高のするめいかを除いての結果だが、水揚金額１位は鯛。漁獲量は６位。どの漁港でも獲れている。クロダイはあまり市場に出てこない。食材として一般市民が簡単に手に入る訳でもないが、鶴岡らしさといえばクロダイだと思う。私は案１での公募が市民も選びやすいと思う。
（委員）

トラフグは入れるか？10年後の魚種となるかもしれないが、今はまだの気がするが。

（委員長）
それでは、皆様の意見まとまりましたので、案①で進めることでよろしいか。
（一同異議なし）
（委員長）

それでは、案①で公募することとするが、魚種についてご意見あればお願いしたい。
今まででてきた魚種は、クロダイ、トラフグ、ヒラメ、サクラマス、紅エビ、マダイ、口細ガレイか。

（委員）

ハタハタはやはり秋田のイメージが強いのではないか。

（委員長）

ハタハタは山形県でも多く取れる。ハタハタの漁獲量は３位、水揚金額は第４位。水揚金額２位はホッコクアカエビ。３位が鱈。

（委員）

水揚金額は選定の際の１つの基準になるかもしれない。口細ガレイはどうか。

（委員長）

水揚金額としてはそれほどない。資源保護のために禁漁期間等設けていることも関係していると思うが。
（委員）

由良ではごんたガレイとの愛称もある。歴史もあり親しまれている。

（委員長）

それではクロダイ、トラフグ、ヒラメについては、このまま残してよいですか。トラフグは、どうするか？

（委員）

豊かな海づくり大会での放流魚なので、そのまま残してはどうか。
（一同異議なし）
（委員長）

ではクロダイ、トラフグ、ヒラメはこのまま残し、選定理由を詳細にすることでよろしいか。

サクラマスはどうするか？県の魚と同じになるが。

（委員）

名前の美しさ、森・川・海のつながりのシンボルということから、ストーリーも作りやすい。
（事務局）

本市でのサクラマスのイメージは、春の祭事食の意味合いがつよい。県の魚としてのサクラマスが持つイメージとは異なると思う。
（委員）

紅エビは正しい名前は？

（事務局）

ホッコクアカエビ。新潟では南蛮エビという。山形県では紅エビ。
（事務局）

見た目もきれいでおいしい。鮮度がいい時は特にきれい。

（委員長）

マダイはどうするか？
（委員）

マダイは庄内の殿様のお膳にも上がる食材で、選定魚種に入ってもよいと思う。

（委員長）
では、紅エビとマダイも入れていいか。

（一同　異議なし）

（委員）

寒だらはどうか？

（委員）

寒だらではなく、ただのタラにしたほうがよい。
（委員）

タラ桜の頃は桜だらといって身を食べる文化がある。寒だらの頃は価格が高いが、それ以外の時期は比較的価格もやすく、手に入りやすい。

（委員）

エビが出てきたら、ベニズワイがあがらなくてよいか。

（委員長）

ベニズワイは加茂漁港の水揚げに特化してるので、ズワイガニのほうがいいのでは。水揚高も健闘しており、ベスト１０に入っている。取引価格もよく、若い漁師たちは活きたまま築地に出荷している。
（事務局）
先ほど話題に上がったハタハタはどうか。

（委員）

ハタハタ、口細は鶴岡の食文化に根付いており、入れていいと思う。

（委員）

クロダイ、ヒラメ、トラフグ、サクラマス、マダイ、紅えび、ズワイガニ、ハタハタ、口細ガレイ、マダラで１０種。

この１０種の他にこれはどうだという魚種はあるか。

（委員長）

サワラは漁獲量、漁獲高ともに９位で、「庄内おばこサワラ」というブランド魚が高い評価を得ている。首都圏での評価が高くまだ地元での認知度は低いが、今年、築地への出荷の取り組みが農林水産大臣賞を受賞したが、どうか。
（一同　選定魚にあげるまでにはいかないとの意見多数）
（委員）

魚の姿があまりわからない私でもわかる魚ばかりなので、市民の皆さんもわかり易い魚を選べたのではないか。

（事務局）

　では、以上の１０種という事でよろしいか。選定理由はこれまでの皆様からのご意見をまとめるということで、事務局に一任していただいてよろしいか。

（一同　異議なし）
（委員長）

　では、次に公募事務手続きについて事務局から説明お願いする。
（事務局　「公募の事務手続きについて」の資料を基に説明。郵送、ファックス、電子メールで受け付けること、応募用紙に①１０種から１つに○②選んだ理由③住所氏名電話番号記入してもらう旨提案）
（委員）

魚種を選ぶ理由は必要か。

（事務局）

魚への思い入れある人がいる。書きたい人のみ書いてもらうということ。
（委員）

魚種の選択は２つまでにしたらどうか。精度も上がるし、つけやすい。
（委員）

委員会として市長に報告する際、１つ選ぶのか、２つ選ぶのかによっても違うと思う。また、市のシンボルとして選ぶことを考えると、基本は１つなのかなと思う。
（委員）

２つの方がつけやすいと思う。

（委員）

１０種もあるので、２つつけてもいいと思う。１つだけだと決めかねるとき、２つだと○を付けやすい。

（委員）

数字の信頼性はどちらが上がるのか。迷う人、迷わない人いるだろうし、どちらがいいのか悩む。皆さんのご意見を聞くと２つか。
（委員長）

皆さんの意見をまとめますと、２つとのご意見が多いようである。

２つ○を付けることでいいか。
（一同異議なし）

（委員長）
　それでは、本日の委員会では皆様の意見がまとまり、本日の協議の目途としていたところまで、結論付けることができました。広報、ホームページへの掲載について、事務局は準備をお願いいたします。

　本日はスムーズな協議進行にご協力いただき、ありがとうございました。ここで進行を事務局に代わります。
（事務局）

委員長、お疲れ様でした。

皆様、本日は忌憚のないご意見を頂戴し、また熱心な議論を賜り、誠にありがとうございました。おかげさまで、制定に向けて一定の方向性を見出すことができました。この度の結果を受けまして、事務局では早速次の段階へと進めさせていただきたいと思います。

８　その他
　　なし　
９　閉会
　（事務局）

本日はお忙しい中、ご出席を賜りまして誠にありがとうございました。これを持ちまして第１回鶴岡市市の魚制定委員会を閉会いたします。

